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新
し
さ
と

古
典
の
厳
し
さ
を
舞
う

花
柳
芳
恵
一
子
〈
邦
驚
〉

』！

昼

カ
メ
ラ
・
藤
原
保
之

「
神
戸
っ
子
」
ｎ
周
年
記
念
第
一
回

凧
フ
ル
ー
メ
ー
ル
賞

芸
能
部
門
受
賞
者

ど
う
い
う
わ
け
か
、
こ
こ
数
年
の
花
柳
芳
恵
一
子
さ
ん
（
羽
歳
）
の

活
躍
は
め
ざ
ま
し
い
。
各
年
の
リ
サ
イ
タ
ル
は
三
回
を
数
え
、
創
作

舞
踊
で
は
洋
舞
と
の
交
流
を
、
か
と
思
え
ば
神
戸
Ｉ
東
京
間
車
を

駆
っ
て
、
ト
ッ
プ
舞
踊
家
の
教
え
を
乞
い
、
東
京
の
舞
台
を
踏
む
。

そ
の
ヒ
ミ
ッ
は
何
な
の
か
。
湊
川
高
校
を
出
て
す
ぐ
半
月
板
損
傷

と
い
う
舞
踊
家
に
か
か
り
や
す
い
足
の
病
気
。
医
者
は
踊
る
こ
と
は

不
可
能
と
宣
言
さ
れ
た
が
、
電
気
治
療
で
十
三
年
間
を
経
て
や
っ
と

ス
ネ
の
傷
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
「
い
や
や
つ
ぜ
つ
た

い
わ
た
し
は
踊
る
ネ
ン
」
と
生
れ
つ
き
の
キ
カ
ン
気
が
、
女
の
意
地

が
再
び
舞
台
を
と
り
も
ど
し
た
。
「
母
〈
芳
一
師
〉
が
元
気
な
間
に
、

リ
サ
イ
タ
ル
で
は
新
し
い
も
の
を
、
他
の
舞
台
で
は
母
か
ら
受
け

継
ぐ
古
典
を
し
っ
か
り
や
り
た
い
。
そ
の
中
か
ら
自
分
を
形
成
し

た
い
ん
で
す
』

こ
の
五
月
に
は
劇
団
神
戸
で
〃
今
は
昔
〃
の
新
劇
に
出
減
し
、

そ
の
後
、
芳
一
師
の
師
籍
五
十
周
年
の
舞
台
で
は
親
娘
で
舞
台
を

槻
せ
る
。
神
戸
に
根
づ
い
た
女
流
舞
踊
家
の
今
後
の
地
道
な
努
力

を
期
待
し
た
い
。
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＝捗込Q g 壱u ご膳趣ご話哩岩華汚準葬起労a どち唖宅匙ｔ

生れたままの
真珠は化粧され
美の使者に
化身します……

ﾕこぢ聖幸準蓉ｑ忠彦延杉ﾕ目屋汐ﾐ鍾診華診ｑご労国辱労&０

田 崎真珠
■本社
神戸市蕊合区旗塚通６－９
恋２３１－３３２１

■パールファーム神戸
神戸市灘区六甲台町２４
壷8 7 1 - 9 2 8 9

■さんプラf f 店
神戸さんブラザビル･ 3 Ｆ
冠３９１－４０８５

■大阪プラザ店
大阪・ホテルプラザ内
壷4 5 8 - 2 4 4 9

婚約リングのカタロク．ご希望の万1 コ
上記までご連絡下さい
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『

＝
鐸

詞 ｢

「
金
物
」
を
愛
す
る

庶
民
派
詩
人

中
村
隆
〈
詩
人
〉

カ
メ
ラ
・
藤
原
保
之

醤》《昌窪閏＝
雷
陽

「
神
戸
っ
子
」
ｎ
周
年
記
念
第
１
回

卿
「
ノ
ル
ー
メ
ー
ル
賞

文
学
部
門
受
賞
者

一同再

ａ
プ璽

眺 ：
Ｉ
型

新
開
地
の
バ
ス
通
り
に
面
し
た
に
ぎ
や
か
な
商
店
街
に
「
中
村

商
店
」
と
い
う
小
さ
な
金
物
店
が
あ
る
．
間
口
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
狭
い
店
内
で
、
中
村
隆
さ
ん
は
戦
後
二
○
年
近
く
を
金
物
と
共

に
過
し
、
店
先
か
ら
世
の
移
り
変
り
を
眺
め
続
け
て
来
た
。

「
戦
後
す
ぐ
詩
を
始
め
た
の
で
、
神
戸
の
戦
後
詩
を
背
負
っ
て
い

る
よ
う
な
も
の
で
す
」
と
快
活
に
笑
う
。

今
度
受
賞
の
対
象
と
な
っ
た
「
金
物
店
に
て
」
と
い
う
詩
集
は

中
村
さ
ん
の
家
業
で
あ
る
「
金
物
』
を
中
心
に
、
生
活
に
密
着
し

た
作
品
ば
か
り
を
選
び
昨
年
秋
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
作
品
で
、
「
金

物
」
と
の
対
話
を
通
し
て
中
村
さ
ん
は
自
然
の
崩
壊
に
警
鐘
を
与

え
、
世
界
の
出
来
事
を
鋭
く
訴
え
る
。

「
輪
の
会
」
の
同
人
、
日
本
現
代
詩
人
会
会
員
で
も
あ
り
、
こ
の

春
に
は
詩
集
「
向
日
葵
」
を
出
す
予
定
。
兵
庫
区
在
住
。
妬
歳
。

世 「抑

Ｈｆ

ｌ塾

侭：
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灘
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白
金
ム
ロ
ダ
イ
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フ
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ャ
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麹bＬ
確
唯
信
旧
寺
ぜ
ふ
ｂ
つ
テ
し

タ
ジ
マ
の
眼
が
選
ん
だ

元町２．ＴＥＬ3 3 1 - 5 7 6 1 代表
タジマでは、宝石の鑑定を無料でご相醗に応じておりますので、お気軽にご利用ください

▽

宝
石
の
名
口
如

可
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熟
灘
郡
誹
韻

ピ
ア
ノ
に

青
春
を
賭
け
る

田
原
富
子
〈
ピ
ア
ノ
〉

カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵

五
歳
の
頃
か
ら
ピ
ア
ノ
に
と
り
つ
か
れ
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

鍵
盤
に
賭
け
て
き
た
彼
女
、
ピ
ア
ノ
に
向
う
と
さ
す
が
緊
張
の
色

が
横
顔
に
み
な
ぎ
る
。

昨
年
七
月
、
神
戸
国
際
会
館
で
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
き
、
九
月
に

は
「
神
戸
市
民
劇
場
新
進
減
奏
家
に
よ
る
協
奏
曲
の
夕
べ
」
に
参

加
、
神
戸
以
外
の
各
地
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
活
踊
ぶ
り
を
見

せ
、
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
。

「
将
来
は
音
楽
を
通
し
て
、
小
さ
な
子
供
の
教
育
に
尽
し
た
い
」

と
、
お
お
ら
か
に
笑
う
彼
女
の
笑
顔
の
中
に
は
一
児
の
母
と
し
て

の
愛
情
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。
現
在
は
大
阪
音
楽
大
学
と
大
阪

芸
術
大
学
の
講
師
を
兼
任
し
て
お
り
、
五
月
十
日
に
は
毎
日
ホ
ー

ル
で
ピ
ア
ノ
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
を
開
く
。
東
京
芸
大
ピ
ア
ノ
科
大
学

院
卒
。
須
磨
区
在
住
。

』ぬ
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おしゃれをリードする…･ ･ ･

I 悪Ｉ令子員珠

エレガンスファッション
ロックエイジファッション
' 7 2 年のファッションは
体制派的なエレガンス調と
ロックエイジといわれる
反体制ルックの傾向が
両極目指してその差が
ひろがるそうよ。
あなたはアダルトなエレガンス派？
それともヤングなロックエイジ派？

棒
一
一

か
、
、
、
ソ

猫％

神戸店：神戸市東灘区住吉町堂ノ本1 8 2 4
ＴＥＬ〈8 1 1 〉2 8 8 1 ～ｓ

銀座店：東京都中央区銀座７－８－５
金城ビル５ＦＴＥＬＧ７２〉理2 6 ～７

ホテルパシフィック店
東京都港区高輸３ＴＥＬ< 4 4 5 〉５３０３

福岡店：福岡市天神４丁目８０
福岡ショツパーズプラザセンタービル< ３Ｆ〉
ＴＥＬ〈7 2 〉５４１１内線５８９

長崎市：長崎市大黒町1 ４－５長崎ビル２Ｆ
ＴＥＬ〈2 2 〉１５３７
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風一

園
■I〃ｌ…

撫
諦
雌
譜

石
に

イ
メ
ー
ジ
を
見
る

山
口
牧
生
へ
彫
刻
家
〉

些蝿|難塞
一一

眼
鏡
の
奥
の
や
さ
し
い
ま
な
ざ
し
と
黒
い
顎
髭
が
、
い
か
に
も

こ
の
人
ら
し
く
、
温
和
な
彫
刻
家
と
い
う
感
じ
に
ピ
ッ
タ
リ
。

も
う
二
十
年
以
上
も
造
形
活
動
に
打
込
ん
で
い
る
山
口
牧
生
さ

ん
は
、
最
近
は
木
彫
か
ら
、
石
を
素
材
と
し
た
正
立
方
体
の
作
品
に

取
り
く
ん
で
い
る
。
数
年
前
、
小
豆
島
で
「
日
本
青
年
彫
刻
家
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
主
催
し
た
り
、
一
昨
年
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
サ

ン
ク
ト
マ
ル
ガ
レ
ー
展
に
日
本
か
ら
五
人
で
共
同
作
品
を
出
品
す

る
な
ど
、
そ
の
幅
広
い
創
作
活
動
に
対
し
て
今
回
の
賞
が
贈
ら
れ

た
。
「
こ
れ
か
ら
は
彫
刻
家
が
自
由
に
作
品
を
発
表
で
き
る
と
う
、

彫
刻
家
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
調
を
強
め

る
。
四
月
十
七
日
か
ら
二
週
間
、
大
阪
の
藤
美
画
廊
で
個
展
を
開

く
。
京
都
大
学
文
学
部
美
学
科
卒
。
坐
歳
。
西
宮
市
在
住
．
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ブ
ラ
ウ
ス
は
バ
イ
オ
レ
ヅ
ト
（
紫
）
の
鰻
淡
５
．
９
０
０
円

ロ
ン
グ
ペ
ス
ト
６
，
３
０
０
円
と

パ
ン
タ
ロ
ン
は
真
白
３
，
９
０
０
円

帆
子
５
０
０
円

鰍

北有
搭
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
マ
リ
エ
ル
バ
シ
ク
ウ
女
史
な
れ
ば
こ
そ
の
楽
し
い
色
づ
か
い
／

＊
「
オ
ン
ホ
ワ
イ
ト
‐
」
を
テ
ー
マ
に

こ
の
赤
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ラ
ー
に
同
日
』
を
利
か
せ
た
「
オ
ン
ホ
ワ
イ
ト
』
茄
雄
加
行
の
中
心
。

佃
俳
的
な
レ
イ
ャ
ー
ド
（
正
ね
着
）
を
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。
＊
２
階
レ
デ
ィ
ス
フ
ロ
ア

若
や
ぐ
ミ
セ
ス

．
ｇ
ロ
コ
フ
ッ
ジ
ョ
コ
葵

F6ehione

．

一

月曜営業

神戸店
愈醐0 剛３３１８ｍ

Ｉ

凡
ヨ

患
大丸

1hコ
』 １

Ｊ一誕
一＝ダザ
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」

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
か
け
る
青
春
ｌ
森
本
零
…
ｉ
…
隆

色
と
り
ど
り
の
ガ
ラ
ス
を
通
し
て
、
太
陽
の
光
線
が
妖
し
く
屈
折
す
る
と
、
周
り
に
極
彩
色
の
世
界
が
ひ
ろ
が
る
。みち

輝
や
く
塩
屋
の
海
を
望
む
ア
ト
リ
エ
で
、
コ
ッ
コ
ッ
と
臓
人
芸
に
近
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
製
作
に
励
む
森
本
康
代
さ
ん
は
、
神
戸
で

は
唯
一
の
、
日
本
で
も
数
少
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
家
の
一
人
。
京
都
美
大
を
卒
業
し
た
後
、
ベ
ル
ギ
ー
国
立
建
築
視
覚
芸
術
学
校
の
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
科
に
学
び
、
三
年
間
み
っ
ち
り
基
礎
技
術
を
身
に
つ
け
た
。
帰
国
後
、
自
宅
の
近
く
に
ア
ト
リ
エ
を
設
け
、
各
方
面
か
ら
の

依
頼
に
応
じ
て
い
る
が
、
住
宅
か
ら
の
注
文
が
一
番
多
い
そ
う
。
「
現
代
の
建
築
に
マ
ッ
チ
さ
せ
る
こ
と
が
一
番
大
切
」
と
彼
女
は
強
調

す
る
。
こ
の
秋
に
は
個
展
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
仕
事
に
注
目
し
た
い
。
垂
水
区
塩
屋
在
住
。
〈
写
亭
自
宅
の
ア
ト
リ
エ
に
て
〉

つ

唾孝

司
患

q&寵グ
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あ
辱
め

「
僕
は
美
術
が
好
き
で
、
最
初
画
家
に
な
る
つ
も
り
が
、
美
大
を
落
ち
ち
ゃ
っ
た
ん
で
。
…
：
」
と
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
語
る
草
野
旦
（
羽
）

さ
ん
は
宝
塚
歌
劇
団
の
若
い
演
出
家
。
甲
南
大
学
文
学
部
を
卒
業
後
、
六
年
前
歌
劇
団
に
入
る
。
昨
年
哩
月
、
大
変
な
人
気
を
よ
ん
だ
大

劇
場
公
演
「
ハ
レ
ル
ヤ
」
は
、
彼
が
一
人
で
作
・
演
出
を
担
当
し
、
一
人
立
ち
し
た
処
女
作
で
あ
る
。
キ
リ
．
ス
ト
教
を
舞
台
に
し
た
シ
ョ

ー
は
日
本
で
も
初
め
て
の
試
み
だ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
雰
囲
気
の
中
で
育
ち
、
卒
論
に
内
村
鑑
三
論
を
選
ん
だ
彼
に
と
っ
て
は
う
っ
て
つ

け
の
作
だ
っ
た
。
自
称
三
枚
目
と
称
す
る
草
野
さ
ん
だ
が
、
そ
の
気
さ
く
な
親
し
み
や
す
い
人
柄
は
、
生
徒
間
の
人
気
者
。
舞
台
の
ほ
か

に
関
西
テ
レ
ビ
の
「
ザ
・
タ
カ
ラ
ヅ
カ
」
の
構
成
も
手
が
け
て
お
り
、
今
後
の
幅
広
い
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

〈
写
真
・
宝
塚
歌
劇
団
の
稽
古
場
に
て
〉

宝
塚
の
ユ
ー
モ
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な
演
出
家
‐
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新しいカーセンターでカートーキングを
６Ｆ／会議室他
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